
ふるさとウォーク
埴岡真弓先生と歩く

―網干を訪ねて―
参加者募集

参加ご希望の方は

音
楽
・
舞
踊
・
演
劇
・
美
術
・
伝
統
芸
能
・
文
芸
な
ど
の
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
を
披
露
す
る

「
ふ
れ
あ
い
文
化
の
祭
典
」
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
度
も
県
内
各
地
で
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
全
26
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
8
月
か
ら
10
月
ま
で
の
14
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

詳
細
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化
振
興
部
（
☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２
）

9月

　
神
功
皇
后
ゆ
か
り
の
伝
説
が
残

り
、
舟
運
の
地
と
し
て
栄
え
た
網

干
を
舞
台
に
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
案
内
も
交
え
、
歴
史

あ
る
静
か
な
町
並
み
の
散
策
を
楽

し
み
ま
す
。

【
講
師
】
埴
岡
真
弓
（
播
磨
学
研

究
所
運
営
委
員
兼
研
究
員
）

【
日
程
】
10
月
５
日
㈬

【
集
合
場
所
】
山
陽
網
干
駅
改
札

口
に
10
時
集
合
（
現
地
集
合
）

【
コ
ー
ス
】
山
陽
網
干
駅
↓
船
渡

八
幡
神
社
・
加
藤
家
住
宅
↓
丸
亀

藩
陣
屋
跡
↓
山
本
家
住
宅
↓
大
覚

寺
↓
善
慶
寺
↓
誠
塾（
稲
香
村
舎
）

↓
山
陽
網
干
駅
現
地
解
散
（
行
程

名田綾子

Ｖ
ｏ
ｌ
．
51

名
田
綾
子
作
品
個
展

　
　
世
界
は
彩
り
に
溢
れ
て

【
日
時
】
9
月
29
日
㈭
19
時

【
出
演
】
作
曲
・
編
曲
・
ピ
ア
ノ
／
名
田
綾
子

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
／
中
坂
文
香
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
根
垣
り
の
、

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
カ
ル
テ
ッ
ト
・
コ
パ
ン

【
入
場
料
】
２
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

名
田
綾
子
＝
芦
屋
市
出
身
。
兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学
校
音
楽

科
、
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
作
曲
科
を
経
て
同
大
学
院
修

士
課
程
修
了
。
合
唱
作
品
、
ピ
ア
ノ
・
器
楽
作
品
な
ど
出
版

多
数
。
演
奏
会
の
新
曲
委
嘱
、
C
D
や
T
V
番
組
へ
の
編
曲

提
供
な
ど
を
多
く
手
が
け
る
。
作
編
曲
家
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
の
活
動
の
ほ
か
、
ヤ
マ
ハ
J
O
C
ス
タ
ッ
フ
・
創
作
講

座
講
師
と
し
て
国
内
外
で
講
座
を
行
う
。

＊
い
け
ば
な
／
熊
原
恵
甫　
（
未
生
真
流
）

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
：
兵
庫
県
民
会
館
１
階
フ
ロ
ン
ト
（
当
協

会
友
の
会
会
員
の
方
は
１
割
引
。
会
員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）

新進芸術家に発表の場を‼新進芸術家に発表の場を‼

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト・・リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

令和4年度ふれあい文化の祭典令和4年度ふれあい文化の祭典

令和 4年 8月 1日（毎月1回1日発行）⑴ すずかけ・8月号 第422号

■…今月の色は「花萌葱：はなもえぎ」

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

兵庫県芸術文化協会

(公財）兵庫県芸術文化協会文化振興部

編集・発行人／西上三鶴
（公財）兵庫県芸術文化協会理事長

https://hyogo-arts.or.jp

〒650-0011 
神戸市中央区下山手通４丁目16番3号
（兵庫県民会館内）☎078-321-2002

フェイスブック

ユーチューブ

動画配信は
こちらをチェック！

ツイッター

インスタグラム

SNS
やっています！

ソーシャル
ネットワーク
サービス

● 発行所 ●

埴岡先生と網干を散策します

締切 ８月26日㈮

読者プレゼント チケットを３組６人に。
会員特典　友の会会員をご招待。５組10人

に。※いずれも応募多数の場合は抽選。応募方
法は本紙２面。8月15日㈪必着

　
展
示
室
を
パ
レ
ッ
ト
に
見
立
て
、「
ピ
ン
ク
ガ
ー
ル
」

「
Ｙ
字
路
」
な
ど
歴
代
の
代
表
的
な
シ
リ
ー
ズ
を
含
む

約
１
２
０
点
の
作
品
を
色
で
分
類
し
、
ヨ
コ
オ
ワ
ー
ル

ド
を
再
構
築
し
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
な
色
の
力
を
体
感

横尾忠則現代美術館～開館10周年記念展～

横尾さんのパレット
パレットに見立てた展示室で横尾ワールドを

読者プレゼント　チケットを5組10人に。応募方
法は本紙2面。8月15日㈪必着

で
き
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
空
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】８
月
６
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈰
10
時
〜
18
時（
入
場
は
閉

館
の
30
分
前
ま
で
）

【
休
館
日
】月
曜
日　
※
９
月
19
日（
月・
祝
）、10
月
10
日（
月

・
祝
）
は
開
館
、
９
月
20
日
㈫
、
10

月
11
日
㈫
は
休
館

【
観
覧
料
】
一
般
７
０
０
円
（
５
５

０
円
）、
大
学
生
５
５
０
円
（
４
０

０
円
）、
70
歳
以
上
３
５
０
円
（
２

５
０
円
）、
高
校
生
以
下
無
料
※

（　
）
内
は
当
協
会
友
の
会
会
員
料

金【
問
い
合
わ
せ
】
横
尾
忠
則
現
代
美

術
館
☎
０
７
８
・
８
５
５
・
５
６
０

７※
担
当
学
芸
員
と
展
示
室
を
め
ぐ
り

な
が
ら
鑑
賞
す
る
「
パ
レ
ッ
ト
的
ギ

ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
」
も
８
月
27
日

㈯
、
９
月
10
日
㈯
、
10
月
８
日
㈯
、

12
月
10
日
㈯
に
実
施
し
ま
す
。

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会　

友
の
会
に
つ
い
て

生
活
文
化
大
学
各
講
座
の
受
講
料
、
特
典
施
設
で
の
割
引

な
ど
お
得
が
い
っ
ぱ
い
の
友
の
会
は
、
年
会
費
３
０
０
０

円
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
1
年
間
）
で
す
。

　

※
年
度
途
中
か
ら
の
ご
入
会
で
も
３
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化
振
興
部
（
☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２
）

詳しくはHPへ

イベント 開催日 開催場所

丹波地域文化フェスティバル 8月５日㈮ 丹波の森公苑

ひょうご合唱の祭典 21日㈰ やしろ国際学習塾

ひょうご演劇祭 27日㈯ 県立芸術文化センター

ひょうご邦楽の祭典 28日㈰ 県立芸術文化センター

西播磨ふるさと写真展 ９月３日㈯～9日㈮ 西播磨文化会館

ひょうご日本民謡フェスティバル 18日㈰ 新長田ピフレホール

アンサンブル・フェスティバル兵庫2022 18日㈰ 県立芸術文化センター

ひょうごブラスフェスティバル2022 19日(月・祝) 県立芸術文化センター

ひょうご民俗芸能祭 in 播磨町 23日(金・祝) 播磨町中央公民館

ひょうご名流舞踊の会 ※ 10月２日㈰ 神戸国際会館

詩のフェスタひょうご ２日㈰ ラッセホール・サンフラワー

兵庫県交響楽祭 ２日㈰ 丹波篠山市立田園交響ホール

ひょうご大茶会 ※ 16日㈰ 兵庫県公館

ひょうご吟剣詩舞道祭 30日㈰ アクリエひめじ

イベント　8月～10月

※は有料イベント。それ以外は無料でご入場いただけます。（一部事前申し込みが必要）

※詳しくはＨＰへ

〒650-0011
神戸市中央区下山手通4-16-3
兵庫県芸術文化協会

往復ハガキ  で

①催し名②参加人数（4人まで）
③参加者全員のお名前④携帯電話
番号⑤友の会会員の方は会員番号
を明記。

ひょうご民俗芸能祭

アンサンブル・フェスティバル兵庫

ひょうご演劇祭 ひょうご大茶会

は
約
３
㌔
で
所
用
時
間
は
約
２
時
間
半
）

【
参
加
費
】
一
般
３
５
０
０
円
、
会
員
２
５
０
０
円

【
定
員
】
20
名
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
マ
ス
ク
着
用
、
歩
き
や
す
い
靴
・
軽
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



■第26回 玄心全国学生書展〈2階〉
　書約3000点

■第47回 兵庫県青少年書道展〈2階〉
　書約850点

■第27回 全日本高校・大学生書道展〈1・2階、
全展示室／11階パルテホール〉
　書約400点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
　竹嶋夕琳ピアノコンサート　出演：竹嶋夕琳
■兵庫県美術家同盟新進作家選抜展
　絵画5点、レリーフ2点

■立体造形展〈東館1階〉
　彫塑等約 30点

■フォトロマン創会 11周年写真展〈東館2階〉
　写真約 50点

■「兵庫県障害者アートギャラリー」2ND 
ANNIVERSARY「大きな作品展」〈本館1階〉
　書 /洋画 /写真 /工芸ほか約 70点

■ 2022 県展（第 59回県展）〈本館2階〉
　 書 /洋画 /日本画 /水墨画 /写真 /工芸 /デザイン /彫

塑約 200点

■コウベ写真研究会 創会 20 周年公募展 入賞・
入選作品展〈本館1階〉
　写真約100点

■きらく展〈東館1階〉
　洋画 /立体約 35点

■7ゲート 2022 7人の個展〈本館1階〉
　総合約 200点

■E-ART絵画教室展 2022〈東館1階〉
　洋画約 40点

■第3回現在美術絶体展〈本館1階〉
　総合約 50点

■第 55回同袍会書道展〈本館2階〉
　書約 800点

■宮本範煕展「熱風メコンPARTⅡ」
〈東館1階〉　洋画約 20点
■魯迅美術学院 王希奇教授「一九四六」神戸展
〈本館2階〉
　油絵と墨絵の合作約10点

■PHOTOREFLECTIONS
"Intimaté du portrait"〈東館2階〉
　写真約 50点

■ライフスペース・プロペラ作品展
〈障害者アートギャラリー〉　洋画約23点

■特別展「白洲次郎・白洲正子　武相荘折々の
くらし」
　次郎と正子の愛用品や史料など展示
　　　5組10人にチケットプレゼント。締切8/10㈬必着

■ 2022 イタリアボローニャ 国際絵本原画展
　個性あふれる絵本原画作品が一堂に！！

　　　5組10人にチケットプレゼント。締切8/10㈬必着

■考古学の動物園
　館蔵品から動物をモチーフにした考古資料を展示
　　　5組10人にチケットプレゼント。締切8/10㈬必着

■特別展「とびだせ！長谷川義史展」
　 これまでの創作の軌跡と魅力を紹介
　　　5組10人にチケットプレゼント。締切8/10㈬必着

プレゼントのご応募について

記載の【友の会割引あり】は、原則として兵庫県芸術文化協会友
の会会員、ご本人様のみ適用

催物情報催物情報 イ ベ ン ト ガ イ ドイ ベ ン ト ガ イ ド

兵庫県民アートギャラリー　☎０７８・３２１・２１３１

8 月 5日㈮～ 7日㈰
※入場無料

8月20日㈯～21日㈰
※入場無料

8月23日㈫～28日㈰
※入場無料

8月20日㈯ 14時～14時30分
※入場無料

８月１日㈪～９月30日㈮
※入場無料

8月 2日㈫～７日㈰
※入場無料

8月 2日㈫～７日㈰
※入場無料

8月 3日㈬～７日㈰
※入場無料

8月 6日㈯～20日㈯
※入場無料

8月 9日㈫～14日㈰
※入場無料

8月 9日㈫～14日㈰
※入場無料

8月17日㈬～21日㈰
※入場無料

8月17日㈬～21日㈰
※入場無料

8月24日㈬～28日㈰
※入場無料

8月26日㈮～28日㈰
※入場無料

8月23日㈫～28日㈰
※入場無料

8月31日㈬～ 9月 4日㈰
※入場料1000円（大学院生、大学生以
下は無料）

8月31日㈬～ 9月 4日㈰
※入場料1500円（写真展のチケットで9/3

㈯のピアノコンサートが鑑賞できます）

9月30日㈮まで
※入場無料

9月25日㈰まで
※一般 1200 円ほか【友の会割引あり】

8 月13日㈯～ 9月25日㈰
※一般 1200 円ほか【友の会割引あり】

9 月 4日㈰まで
※一般 200円ほか

9月 4日㈰まで
※一般 700円ほか【友の会割引あり】

ひょうごアーティストサロン　☎０７８・３２１・２００５

原田の森ギャラリー　☎０７８・８01・１５９１

西宮市大谷記念美術館　☎０７９８・３３・０１６４

神戸ゆかりの美術館　☎０７８・８５８・１５２０

姫路文学館　☎０７９・２９３・８２２８

公益財団法人 辰馬考古資料館　☎０７９８・３４・０１３０

①希望プレゼント名 ②〒住所 ③氏名 ④電話番号 ⑤友の会会員の方は会員番号
⑥ご意見・ご感想を明記し、ハガキかFAXで送付。
＊ 応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
＊ 応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発送・関連する
お問い合わせのみに利用いたします。
〒650‒ 0011 神戸市中央区下山手通4‒16‒3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係　FAX 078-321-2139

　
今
回
の
展
覧
会
特
別
鑑
賞
講
座
は
、
9
月
か
ら
兵
庫
県
立
美

術
館
で
開
催
さ
れ
る
特
別
展
を
取
り
上
げ
、
古
来
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
て
き
た
武
者
絵
の
世
界
を
、
浮
世
絵
・
刀
剣
・
鐔
か
ら

紐
解
き
ま
す
。
担
当
学
芸
員
だ
か
ら
こ
そ
知
る
詳
し
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
り
立
ち
、
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の

徹
底
解
説
の
後
、ゆ
っ
く
り
と
展
覧
会
を
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
す
。

展
覧
会
を
よ
り
深
く
、よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
講
座
で
す
。

【
講
師
】
安
永
幸
史
（
兵
庫
県
立
美
術
館
学
芸
員
）

【
日
時
】
10
月
12
日
㈬
14
時
〜
15
時
30
分

【
場
所
】
兵
庫
県
立
美
術
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

【
受
講
料
】一
般
１
８
０
０
円（
９
０
０
円
）、会
員
１
６
０
０
円（
８

０
０
円
）
＊
（
）
内
70
歳
以
上
※
展
覧
会
の
観
覧
料
含
む
。

【
定
員
】
40
人

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化
振
興
部
（
☎
０
７

８
・
３
２
１
・
２
０
０
２
）

生活文化大学〈短期講座〉生活文化大学〈短期講座〉

展覧会特別鑑賞講座 展覧会特別鑑賞講座 受講生募集受講生募集
兵庫県立美術館開館20周年 特別展

「ボスト ン
美術館所蔵THE HEROES 刀剣×浮世絵－武者たちの物語」

歌川国芳「小子部栖軽豊浦里捕雷」
天保5～6年（1834～35）頃
Bequest of Maxim Karolik

①歌川国芳「源頼光」文政3年（1820）
頃 William Sturgis Bigelow Collection

葛飾北為「摂州大物浦平家怨霊顕る図」弘化4～嘉永3年（1847
～50）頃 William Sturgis Bigelow Collection

　
当
協
会
は
、
県
内
の
ホ
ー
ル

や
公
民
館
、
芸
術
文
化
施
設
等

と
協
力
し
て
県
内
各
地
で
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
県
内
で
活
躍
す
る
新
進
・
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
良
質

な
生
演
奏
が
、
無
料
で
気
軽
に

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
今
年
度
の
第
1
回
目
と
な
っ

②
「
大
江
山
図
鐔
（
小
）　

銘

　

起
龍
軒
美
盛
（
花
押
）」
明

治
時
代
（
19
世
紀
） W

illiam
 

Sturgis Bigelow
 C
ollection

県
内
各
地
で
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演

た
7
月
11
日
の
ア
ク
リ
エ

ひ
め
じ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
地
元
・
姫
路
市
出

身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
山
中

歩
夢
さ
ん
が
出
演
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
開
催
が
決
定
し

て
い
る
公
演
は
次
の
と
お

り
で
す
。今
後
決
定
次
第
、

順
次
本
紙
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
各
公
演
の
詳
細
に
つ
い

て
は
開
催
施
設
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
8
月
4
日
㈭
12
時
▼
西

田
仁
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
▼
西
田
仁（
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ノ
）、
原
満
章

（
ベ
ー
ス
）
▼
西
宮
市
山

口
ホ
ー
ル
☎
０
７
８
・

９
０
４
・
２
７
６
０

〇
10
月
22
日
㈯
15
時
▼
養

父
公
民
館
文
化
祭
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
仮
称
）

▼
田
中
利
奈
（
フ
ル
ー

ト
）、中
嶋
緑
（
ピ
ア
ノ
）

▼
養
父
市
立
養
父
公
民

館
☎
０
７
９
・
６
６
４

・
１
１
４
１

〇
10
月
29
日
㈯
13
時
▼
神

戸
東
灘
ア
ー
ト
マ
ン
ス

コ
ン
サ
ー
ト
▼
木
村
モ

モ
（
ギ
タ
ー
）
▼
世
良

美
術
館
☎
０
７
８
・
８

２
２
・
６
４
５
６

アクリエひめじで開催されたロビーコンサート

【
本
展
の
見
ど
こ
ろ
】

日
本
神
話
の
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
、
上
杉
謙
信
と
武
田

信
玄
の
合
戦
な
ど
、
英
雄
た
ち
の
活
躍
を
描
い
た
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
浮
世
絵
１
１
８
点
、
国
内
所
蔵
の

浮
世
絵
3
点
を
展
示
。
す
べ
て
日
本
初
出
品
で
、
酒
呑

童
子
を
退
治
し
た
源
頼
光
、
源
平
合
戦
な
ど
本
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
テ
ー
マ
の
作
品
も
紹
介
し
ま
す（
写
真
①
②
）。

【
会
期
】
９
月
10
日
㈯
〜
11
月
20
日
㈰

【
開
館
時
間
】10
時
〜
18
時
（
入
場
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

【
観
覧
料
】一
般
１
８
０
０
円
（
１
６
０
０
円
）、
大
学
生

１
４
０
０
円
（
１
２
０
０
円
）、70
歳
以
上
９
０
０
円
（
８

０
０
円
）、
高
校
生
以
下
無
料
※
（　
）
内
は
当
協
会
友

の
会
会
員
料
金

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し
、祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

Photographs ©  Museum of Fine Arts, Boston
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兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
８
・
６
８
・
０
２
５
５

日
生
劇
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
2
0
2
2

N
H
K
み
ん
な
の
う
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
リ
ト
ル
・
ゾ
ン
ビ
ガ
ー
ル
」

N
H
K
「
み
ん
な
の
う
た
」

の
名
曲
が
詰
ま
っ
た
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
！

　
ゾ
ン
ビ
の
女
の
子
と
人
間
の
男

の
子
の
友
情
の
物
語
。
ご
家
族
み

ん
な
で
お
越
し
く
だ
さ
い
！

【
脚
本
】
德
野
有
美

　
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
が
製
作
し

た
紙
芝
居
「
グ
ッ
ド
ガ
ー
ル

・
シ
ン
シ
ア
」
に
フ
ル
ー
ト

と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
生

演
奏
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

〈
第
１
部
〉
宝
塚
に
実
在
し

た
介
助
犬
シ
ン
シ
ア
の
成
長

と
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
が

成
立
す
る
ま
で
を
描
い
た
紙

芝
居
を
、
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
員

の
吉
江
麻
樹
が
朗
読
。
生
の

音
楽
と
と
も
に
お
お
く
り
し

ま
す
。

〈
第
２
部
〉
室
内
楽
コ
ン
サ

ー
ト　
フ
ル
ー
ト
と
パ
ー
カ

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
鑑
賞
劇
場

生
演
奏
で
紙
芝
居

グ
ッ
ド
ガ
ー
ル
・
シ
ン
シ
ア

ッ
シ
ョ
ン
の
演
奏

【
紙
芝
居
・
作
・
画
】
風
太

郎
（
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
）

【
朗
読
】
吉
江
麻
樹
（
ピ
ッ

コ
ロ
劇
団
）

【
音
楽
】
川
端
裕
美

【
演
奏
】
川
端
裕
美
（
フ
ル

ー
ト
）、
大
竹
秀
晃
（
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
）

【
日
時
】
９
月
３
日
㈯
15
時

【
会
場
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー　
小
ホ
ー
ル

【
料
金
】
自
由
席　
一
般
２

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１

０
０
０
円

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
鑑
賞
劇
場

シ
ア
タ
ー
ス
タ
ー
ト　

民
族
芸
能
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
若
駒

「
は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ
あ
そ
ぼ
あ
そ
ぼ
」

　
感
性
豊
か
な
赤
ち
ゃ
ん
の

五
感
に
、
や
さ
し
く
働
き
か

け
る
上
質
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
お
届
け
す
る
「
シ
ア
タ

ー
ス
タ
ー
ト
」。

　
俳
優
が
乳
幼
児
に
も
な
じ

み
の
あ
る
小
動
物
に
扮
し
、

日
本
の
四
季
の
移
ろ
い
を
、

和
楽
器
の
生
演
奏
を
入
れ
な

が
ら
表
現
し
ま
す
。
言
葉
を

使
わ
ず
に
わ
ら
べ
唄
や
生
の

和
楽
器
も
心
地
よ
い
０
〜
２

【
作
曲
・
音
楽
監
督
】
八
幡
茂

【
演
出
】
鈴
木
ひ
が
し

【
出
演
】
髙
橋
ひ
か
る
、
石
井

杏
奈
、
エ
ハ
ラ
マ
サ
ヒ
ロ
、
石

田
佳
名
子
、
コ
ン
グ
桑
田
、
大

和
悠
河　
ほ
か

【
日
時
】
9
月
10
日
㈯
13
時

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
大
人
５
０
０
０
円
、

子
ど
も
３
０
０
０
円
（
３
歳
〜

中
学
生
）
※
３
歳
未
満
入
場
不

可

　
昨
年
4
月
に
は
広
上
淳
一
指

揮
、
京
都
市
交
響
楽
団
と
の
共

演
で
大
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

10
月
22
日
・
兵
庫
芸
文
セ
ン
タ

ー
の
開
館
記
念
日
に
再
び
登
場
、

バ
ッ
ハ
か
ら
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン

ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
曲
目
】
ヴ
ィ
タ
ー
リ
：
シ
ャ

コ
ン
ヌ
、
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
/

ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
編
：
「
ポ
ー
ギ

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

☎
０
６
・
６
４
２
６
・
１
９
４
０

チケットを購入されるお客様へ

新型コロナウイルス感染防止対策にご理解とご協力をお
願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場できません（マ
ウスシールド不可）。
※平熱より1℃以上、もしくは37.5℃以上の発熱がある
方は入場をお断りさせていただきます。

※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣席を空けな
い配席で販売します。

※来場者情報を把握するため、芸術文化センターでのチケッ
トのご購入は芸術文化センター先行予約会員の登録（無
料）が必要です。 お一人様2枚までとさせていただきます。

※掲載の情報は、やむを得ない事情により、中止・変更
になる場合がございます。最新の情報につきまして
は、当センターウェブサイト等をご確認ください。
※公演が中止・延期になった場合、購入者の方には、先行
予約会員に登録されているメールアドレスに、メールで
お知らせいたします。

好評発売中

　
稀
代
の
爆
笑
王
：
桂
枝
雀

の
名
を
遺
し
芸
を
継
ぐ
落
語

会
。
今
年
は
枝
雀
の
３
番
弟

子：兵
庫
県
神
戸
市
出
身
の
文

之
助
を
メ
イ
ン
に
、
筆
頭
の
南

光
が
、
ま
ん
我
と
共
に
会
を

支
え
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
13
日
㈯
14
時

【
会
場
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
料
金
】
全
席
指
定
一
般
３

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１

５
０
０
円

【
出
演
・
演
目
】

「
普
請
ほ
め
」　
桂
り
ょ
う
ば

「
豊
竹
屋
」　
桂
ま
ん
我

「
仔
猫
」　
桂
文
之
助

　
　
　
　
　
中
入

「
小
言
幸
兵
衛
」
桂
南
光

「
夢
の
酒
」　
桂
文
之
助

桂文之助桂南光

ピ
ッ
コ
ロ
寄
席　

桂
枝
雀
一
門

        「
桂
文
之
助
の
会
」

歳
児
を
対
象
に
し
た
作
品
。

【
構
成
・
演
出
】つ
げ
く
わ
え

【
日
時
】
９
月
30
日
㈮
①
10

時
②
11
時
30
分

【
会
場
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー　
中
ホ
ー
ル

【
料
金
】
お
と
な
１
０
０
０

円
、
こ
ど
も
５
０
０
円
＊
上

演
時
間
約
35
分

石井杏奈 髙橋ひかる

大和悠河

ー
と
ベ
ス
」
よ
り
サ
マ
ー
タ
イ

ム
ほ
か

【
出
演
】
金
川
真
弓
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
グ

ァ
レ
ー
ラ
（
ピ
ア
ノ
）

【
日
時
】
10
月
22
日
㈯
14
時

【
場
所
】
K
O
B
E
L
C
O
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
A
席
２
０
０
０
円
、

B
席
１
０
０
０
円

好評発売中

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

金
川
真
弓

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

金川真弓

ジュゼッペ・グァレーラ

好評発売中

ア
リ
ー
ナ
・
イ
ブ
ラ
ギ
モ
ヴ
ァ

無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

リ
サ
イ
タ
ル

　
新
時
代
の
天
才
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
に
よ
る
渾
身
の
無
伴
奏

リ
サ
イ
タ
ル
。
静
寂
に
満
ち
た

舞
台
上
に
は
た
だ
一
人
の
奏
者

と
一
丁
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
。

　
一
度
音
を
奏
で
れ
ば
、
そ
の

小
柄
で
可
憐
な
姿
か
ら
繰
り
出

さ
れ
る
の
は
、
想
像
を
絶
す
る

技
巧
。
息
を
の
む
、
鮮
烈
な
驚

き
が
連
続
す
る
リ
サ
イ
タ
ル
を

お
楽
し
み
に
。

【
曲
目
】J.
S.
バ
ッ
ハ：
無
伴
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
パ
ル
テ
ィ
ー
タ

第
２
番
、
ビ
ー
バ
ー
：『
ロ
ザ
リ

オ
の
ソ
ナ
タ
』
よ
り
パ
ッ
サ
カ
リ

ア
、
イ
ザ
イ
：
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
３
番
「
バ
ラ
ー

ド
」、
バ
ル
ト
ー
ク
：
無
伴
奏
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ

【
出
演
】
ア
リ
ー
ナ
・
イ
ブ
ラ

ギ
モ
ヴ
ァ
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

【
日
時
】
9
月
10
日
㈯
14
時

【
場
所
】
K
O
B
E
L
C
O
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
A
席
３
０
０
０
円
、

B
席
１
０
０
０
円

※
入
国
制
限
措
置
等
の
理
由
に

よ
り
出
演
者
・
内
容
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

アリーナ・イブラギモヴァ

©Kaupo Kikkas©Kaupo Kikkas

©Kaupo Kikkas©Kaupo Kikkas

©Giorgia Bertazzi©Giorgia Bertazzi

世界から集った若手演奏家によるインターナショナルなオーケストラ

芸術監督　佐渡裕

©飯島隆

〈ＰＡＣ公式ＳＮＳ〉

https://hpac-orc.jp/

2022－23シーズン定期演奏会 ９月よりスタート

芸術文化センターにて

公演チケット発売中！
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○展示パネル、室内
　照明等リニューアル
○小展示室を拡張し、
　より広く使いやすく

兵庫県民アート
ギャラリー情報
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昨年の展示風景

　
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
現
代
ア
ー
ト
を
楽
し
む
「
六
甲
ミ
ー
ツ
・

ア
ー
ト
芸
術
散
歩
２
０
２
２
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
展
は
、
神
戸
・
六
甲
山
上
の
各
施
設
を
舞
台
に
展
示
さ
れ
る

自
由
な
作
品
の
数
々
を
、
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
周
遊
し
な
が
ら
楽

し
め
る
現
代
ア
ー
ト
の
展
覧
会
で
す
。

【
日
時
】
８
月
27
日
㈯
か
ら
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
10
時
〜
17
時

※
会
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

【
会
場
】
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
（
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
下
駅
・
山
上
駅
）、
六

甲
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
エ
リ
ア
、
自
然
体
感
展
望
台
六
甲
枝
垂
れ
、

RO
KKO

森
の
音
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
六
甲
高
山
植
物
園
、
六
甲
有

馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
六
甲
山
頂
駅
な
ど

【
料
金
】前
売
（
〜
8
月
26
日
㈮
）
ナ
イ
ト
パ
ス
付
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー

ト
／
大
人
３
１
０
０
円
、
小
人
１
３
０
０
円
、
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト

を
５
組
10
人
に
。
応
募

方
法
は
本
紙
２
面
。
８

月
15
日
㈪
必
着
。

六
甲
ミ
ー
ツ
・
ア
ー
ト

芸
術
散
歩
２
０
２
２

８
月
27
日
か
ら
開
幕

作
品
：
袴
田
京
太
朗
《
闘
う
女
の
子
と
中
国
の
文
官
》
２
０
２
２
／

撮
影
：
山
口
明
／
デ
ザ
イ
ン
：
芝
野
健
太
（
株
式
会
社
ラ
イ
ブ
ア
ー

ト
ブ
ッ
ク
ス
）

友
の
会（
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
）た
ず
ね
歩
き

竹
中
大
工
道
具
館

日
本
で
唯
一
、大
工
道
具
の
博
物
館

道
具
の
歴
史
と
匠
の
技
を
後
世
に
伝
え
る

ＪＲ三宮駅

ＪＲ新神戸駅

●神戸北野ホテル●神戸北野ホテル

●竹中大工道具館●竹中大工道具館

●●

海外移住と文化の交流センター海外移住と文化の交流センター

２

所
に
置
か
れ
、
動
画
と
音
声
で

解
説
を
視
聴
で
き
ま
す
。

　
吹
き
抜
け
空
間
に
展
示
さ
れ

て
い
る
唐
招
提
寺
金
堂
の
柱
や

屋
根
の
実
物
大
模
型
、
昭
和
の

は
じ
め
に
本
格
的
な
建
物
を
建

て
る
の
に
使
わ
れ
た
と
い
う
大

工
道
具
１
７
９
種
類
の
陳
列
は

壮
観
で
す
。
ノ
コ
ギ
リ
の
扱
い

が
日
本
で
は
引
き
、
中
国
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
押
す
と
い
う
使

い
方
の
違
い
に
も
興
味
を
惹
か

れ
ま
す
。

　
常
設
展
の
ほ
か
、
講
演
会
や

セ
ミ
ナ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
、
木
工

室
で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
手
道
具
を
体
験
で

き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
随
時

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
来
館
者
が
減
っ

た
同
館
で
は
、
常
設
展
示
の
解

説
や
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
資
料
を

ウ
ェ
ブ
上
で
発
信
す
る
こ
と
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
映
像

を
見
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

ば
、
足
を
運
ん
で
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
」
と
西
村
館

長
は
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
竹
中
大
工
道
具
館
を
出
て
西

へ
足
を
延
ば
し
、
異
国
情
緒
豊

か
な
北
野
界
隈
へ
。
赤
レ

ン
ガ
の
外
観
で
知
ら
れ
る

神
戸
北
野
ホ
テ
ル
（
☎
０

７
８・
２
７
１・
３
７
１
１
）

で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
（
イ

グ
レ
ッ
ク
、
ア
ッ
シ
ュ
）

利
用
料
金
の
10
％
割
引
の

会
員
特
典
が
あ
り
ま
す
。

会
員
を
含
む
５
人
ま
で
で

前
日
ま
で
の
予
約
が
必
要

で
す
。
割
引
対
象
外
の
日

が
あ
り
、
予
約
時
に
確
認

唐招提寺金堂の屋根や柱・組物を原寸大で再現

179種類の大工道具を陳列

　
館
の
創
設
に
つ
い
て
、
西
村

章
館
長
（
68
）
は
「
日
本
の
木

造
建
築
を
支
え
て
き
た
手
道
具

と
匠(

た
く
み)

の
技
を
後
世
に

伝
え
た
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

が
先
に
あ
っ
て
、
全
国
か
ら
道

具
を
集
め
ま
し
た
」
と
話
し
ま

す
。
戦
後
に
機
械
製
材
と
電
動

工
具
が
広
ま
り
、
手
道
具
の
歴

史
が
消
え
て
い
く
危
機
感
が
背

景
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
収
集
資

料
は
３
万
５
千
点
余
り
に
上
り

ま
す
。

　
１
階
の
広
い
空
間
の
ホ
ー
ル

は
天
井
の
木
組
み
の
デ
ザ
イ
ン

▼竹中大工道具館＝神戸市
中央区熊内町7-5-1。開館
は９時30分～16時30分（入
館は16時まで）。月曜休館
（祝日の場合は翌日）。
入館料は一般700円（600
円）、大高生500円、中学生
以下無料。65歳以上500円。
※（　）内は当協会友の会
会員料金。
　ＪＲ、市営地下鉄「新神
戸駅」から徒歩３分。市バ
ス２・18系統「熊内６丁
目」下車徒歩２分。☎０７
８・２４２・０２１６

　
山
陽
新
幹
線「
新
神
戸
駅
」

の
間
近
に
、
日
本
で
唯
一
と

い
う
大
工
道
具
の
収
集
・
保

存
を
目
的
と
し
た
博
物
館
が

あ
り
ま
す
。
建
設
業
界
大
手

の
竹
中
工
務
店
が
１
９
８
４

年
に
開
設
し
た
竹
中
大
工
道

具
館
で
、
２
０
１
４
年
に
移

転
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
も
と

も
と
竹
中
家
の
お
屋
敷
が
あ

っ
た
ゆ
か
り
の
地
で
、
森
に

包
ま
れ
た
敷
地
に
庭
園
、
茶

室
が
あ
り
、
建
物
の
外
観
も

和
風
の
落
ち
着
い
た
味
わ
い

で
す
。

緑に囲まれた竹中大工道具館の外観

神戸北野ホテルの「世界一の朝食」

を
。

　
ホ
テ
ル
か
ら
さ
ら
に
西
へ
行

く
と
、
一
部
５
階
建
て
の
「
海

お出かけ
ちょっとメモ

海外移住と文化の交流センター

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　

竹
中
大
工
道
具
館
の
チ

ケ
ッ
ト
を
抽
選
で
５
組
10
人

に
。応
募
方
法
は
本
紙
２
面
。

８
月
15
日
㈪
必
着
。

／
大
人
２
３
０
０
円
、
小
人

９
０
０
円

神戸北野ホテル

が
目
を
引
き
ま
す
。

　
地
下
１
階
と
２

階
が
７
つ
の
コ
ー

ナ
ー
で
構
成
さ
れ

た
常
設
の
展
示
場

で
、「
歴
史
の
旅

へ
」に
始
ま
り「
道

具
と
手
仕
事
」「
和

の
伝
統
美
」「
名

工
の
輝
き
」
と
巡

り
、
木
造
建
築
の

世
界
に
引
き
込
ま

れ
ま
す
。
計
18
台

の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

式
モ
ニ
タ
ー
が
各

外
移
住
と
文
化
の
交
流
セ
ン
タ

ー
」（
☎
０
７
８
・
２
７
２
・

２
３
６
２
）
が
あ
り
ま
す
。
１

９
２
８
（
昭
和
３
）
年
の
建
物

が
今
も
健
在
で
す
。
無
料
で
入

館
で
き
、
１
・
２
階
の
移
住
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
海
外
移
住
の

歴
史
を
資
料
や
写
真
、
映
像
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。月
曜
休
館
。

10
時
〜
17
時
。
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